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研究成果の概要（和文）：本研究は，1) 定性の観点から見たル形の研究，2) 語性を中心にした語形成の研究，
の2つに分けられる。1については，選言等位節を対象に述語の形態は同じル形であってもその節は様々な大きさ
の統語構造を持っていることを詳細かつ具体的に示した。2については，これまで研究の少なかった外来語動名
詞と比較することによって，漢語動名詞の振る舞いの差異が形態的複雑性とは直接関係しないこと，外来語動名
詞と漢語動名詞の自他の分布が異なることを明らかにした。さらに理論的な貢献としては，接頭辞「小/大」の
副詞修飾的解釈の分析を通して分散形態論で仮定されるRootの実在性とその性質を明らかにした。
研究成果の概要（英文）：This study proposes a formal approach to tense, modal, and wordhood and 
their morphosyntactic natures in Japanese by using Distributed Morphology, which gives a 
sophisticated morpheme-based morphological  model and syntactic solutions. The main achievements are
 as follows: 1) there are complex relations between infinitive or non-past form and syntactic 
structure even in disjunctive coordination clauses, 2) a contrastive study of foreign verbal nouns 
and Sino-Japanese verbal nouns reveals that a relation between morphological complexity and 
syntactic structure, and wordhood is not simple, 3) an analysis of adverbial prefixes proves the 
existence  of Root in Distributed Morphology. 
研究分野：理論言語学（形態論）
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１．研究開始当初の背景 
 「「語(word)」とは何か」という問いは，
日本語の研究において避けては通れない重
要な問いであった。一般言語学的にも「語」
の性質の解明が重要な課題であることはた
びたび指摘されてきている。一方でこれは大
変難しい問題でもあり，その後の日本語学の
研究，また生成文法統語論を用いた日本語研
究でも「語」を直接対象とした形態統語論的
研究をひとまず棚上げにしておくことによ
って，文法・意味研究の爆発的発展を実現さ
せたという研究史的背景がある。しかし理論
言語学も日本語の記述研究も大きく発展を
とげた現在，再び形態の分布を中心として日
本語における形と意味の関連という問題に
取り組む基盤が整ってきたと言える。 
 特 に ， 分 散 形 態 論  (Distributed 
Morphology)という現在国際的，精力的に研
究が進められている形態理論によって新た
な発展がもたらされており，本研究代表者も
日本語の活用・語形成に対する形式的な研究
を蓄積してきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，形式的(formal)な形態論研究を
中心に据え，日本語における時（テンス・ア
スペクト），法（モダリティ）の統語的・形
態的・意味的特性の追求を通して，日本語に
おける語性 (wordhood)を経験的・理論的に
解明できる研究モデルの構築を目的とする。 
具体的には，1) 分散形態論 (Distributed 
Morphology)という新しい形態統語理論を用
いて，2) 時と法は様々な統語構造を形成する
が対応する活用形は単純な形態規則によっ
て具現し，具現する形態の語性は統語的局所
性 (locality)によって規定されること，を明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
1) まず不定形であることが指摘される動詞
のル形が生起する文法環境について先行研
究および記述の整理を行う。その上で，2) そ
れらの文法環境が具体的にどのような統語
構造を持っており，時制句（TP）および「定
性(finiteness)」を担う FinPの投射の存在
と素性の値がどのようになっているのか，動
作主主格句の存在，モダリティ副詞の生起等
のテストを用いて個別に検証する。具体的に
は，選言等位節，ト節，さまざまなモダリテ
ィ形式の補文といった環境を対象とする。 
 さらに，形態的複雑性と語としてのまとま
りの関係，語と句の境界が問題になる語形成
の現象を対象に記述の整理を行い，分散形態
論において提唱されている， Rootという要
素を核にして統語計算及び形態操作によっ
て語が形成されるという分析が有用である
ことを示す。具体的には，接頭辞とその解釈，
形容詞句の「する」による動詞句化，動名詞
を取り上げる。 
 
４．研究成果 
 個別の言語現象に関する研究成果は下記
の通りである。 
(1) 現代日本語（共通語）において，「か」 に
よる選言等位構造の第一等位節に述語
動詞がル形を取るが統語的には時制句
が現れない文法環境が存在することを
生成文法統語論の観点から明らかにし
た。これは「か」の第一等位節に生起す
るル形に，1) 節内に時制句（TP）は存
在するがテンスの対立がないもの，2) 
節内に時制句そのものが存在しないも
のの二つのタイプが存在するというこ
とを示している。 
(2) 現代日本語（共通語）における文末の
「だ」が生起できない文法環境について，
モダリティ形式との共起を中心に詳細
な記述を行い，統語論的な分析を行った。
文末の「だ」は従来繋辞あるいは判定詞
であると分析されてきたが，本研究では
その両方の性質を持つと分析した。具体
的には「だ」がモダリティ形式と共起で
きないのは，各モダリティ形式の補文内
の環境と「だ」が持つ時制の素性が衝突
するケースと，判定に関わる素性が衝突
するケースがあることを示した。 
(3) 現代日本語（共通語）における動名詞と
共起する「する」と「させる」の現れ方
について，分散形態論による分析を提示
した。具体的には，他動詞タイプには「す
る」を付けるだけで他動詞として用いる
ことができるのは，その動名詞部分に他
動性を担う統語範疇が含まれているか
らであることを示した。さらに，その分
析の妥当性を，外来語系の動名詞を用い
て検証し，形態的複雑性と統語構造及び
語性の関係が単純ではないことを明ら
かにした。また，外来語を対象にした文
法研究の有用性・重要性を具体的に示し，
新たな基本的記述（外来語動名詞の自
他）を提示したという貢献もある。 
(4) 現代日本語（共通語）における「形容詞
ク形+する」という形を持つ句には，多
くの形容詞において可能な状態変化動
詞句を形成する「状態変化タイプ」の他
に，特定の形容詞に限って可能になる，
動作動詞句を形成する「動作タイプ」が
存在することを示し，事象の限界性，生
産性，項の現れ方の3つの観点から記述
を行った。さらに，動詞句の意味的性質
による違いとは別に，テイル形でのみ可
能になる「テイルタイプ」があることを
明らかにした。 
(5) 日本語研究において従来不可能な格の
組み合わせであると言われてきた他動
詞可能文におけるニ-ヲパターンが限ら
れた環境，あるいは特定の条件において
確実になり立ち，例外とは考えられない
ことを多くの用例と母語話者への内省
調査を元に明らかにした。さらに，その
容認性を向上させる条件がニ格および
ヲ格の出現を支える一般的なものと同
一であることを示した。 
(6) 接頭辞「大 (oo-)」「小 (ko-)」が動詞
に付加した場合に様態修飾解釈，結果修
飾解釈，量修飾解釈の3タイプの解釈が
得られることを明らかにし，その分布が
分散形態論において語の核となる要素
であると仮定される Rootに意味論的な
タイプを設定することで分析できるこ
とを示した。 
 改めて理論的な成果についてまとめると，
分散形態論研究において重要かつ議論のあ
る概念である Rootの実在性と分析における
有効性を具体的に示したこと，語性と形態的
複雑性との関係は単純ではなく，統語的局所
性による分析の有効を示したこと，語種に関
する情報および関連する異なる語彙群につ
いて積極的に研究することが形態統語論的
研究において有用なだけではなく必須とさ
え言えることを具体的な研究を通して示し
たこと，が特に挙げられる。 
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